
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
11.公債費 1. 借入金償還経費

1. 公債費

1. 元金 財政課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 3,705,692 △123,539 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

国庫支出金 県支出金

93,136 3,582,153 0 91,197 1,939 3,489,017

93,593 3,582,153 457 91,197 1,939 3,488,560

　一般会計で借り入れた地方債の元金の償還を行う。 　地方債を円滑に償還することにより将来債務を軽減さ 　地方債の円滑な償還により新たな地方債を起こすこと

せ、健全な財政運営を維持する。 ができ、歳入の確保ができる。

　国の地方財政対策により、臨時財政対策債の現 　地方債の当該年度の発行額は、当該年度の元金 　地方債の当該年度の発行額は、当該年度の元金

在高が地方債全体の中で占める割合が高い。 償還額を越えないこととする方針を継続し、地方債残高の減少を推進し 償還額を越えないこととし、地方債残高の減少を図る。

ている。

使用料及び手数料

23 3,582,153 3,705,692 △123,539 14 02 04 04 02 00 史跡等購入費補助金 91,197 91,197 91,199 △2

15 02 07 01 02 00 文化財保存事業（史跡等購入）補助金 1,939 1,939 1,938 1

差引一般財源 3,489,017 3,489,017 3,612,555 △123,538


